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４．議事要旨 

・冒頭、遠藤東京オリンピック・パラリンピック大臣より挨拶。 



 

【遠藤大臣】 

朝早い中、「東京2020に向けたアスリート・観客の暑さ対策に係る関係府省庁等連絡会議」

にご出席頂き感謝申し上げる。今年の夏は、東京都心で、記録としては過去最長となる８日連

続の猛暑日が続くなど、非常に暑さが厳しい日が続いた。また、消防庁の発表によると、本年

７月に全国で熱中症により救急搬送された人数は、７月の搬送者数としては最多となる２万４

５６７人となったうえ、８月には更に増加していると承知をしている。そのため、2020年大会

に向けた暑さ対策に関して、国民の関心も非常に高くなっている。政府としては、本日の議題

である「暑さ対策に係る中間とりまとめ」を行い、国、組織委員会や東京都がしっかり連携

し、対策をパッケージとして着実に推進していくことが重要と考えている。新国立競技場につ

いては、1550億円と決定した中で、コスト抑制の観点から、従来案から大幅な見直しを行った

結果、冷暖房装置の設置については見送ることとなったが、それに代わる救護室や医療体制の

整備、観客の皆さんに対する情報発信などの取組みがより重要と考えてそのような形とした。

また、大会の運営面においても、大会当日に観客への冷却グッズの提供を検討するなど、しっ

かりと取組をしてまいりたい。いずれにせよ、アスリートが最高のパフォーマンスを発揮し、

観客が快適に観戦できる環境整備を着実に進めてまいりたい。引き続き、本連絡会議への御協

力・御支援をよろしくお願い申し上げる。 

・事務局より、資料１に基づき、「（１）関係府省庁等連絡会議の設置について」について説

明。 

第１回、第２回の連絡会議は各省の合意に基づき設置したものだが、最近の暑さ対策の重要

性が増していることから、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会関係府省庁連絡

会議の議長である杉田副長官の決定として、正式な会議体として設置することとなった。今回

から新たに外務省、農林水産省、観光庁にもメンバーに加わってもらった。 

・事務局より、資料２－１に基づき、「（２）東京 2020 に向けたアスリート、観客等の暑さ対

策に係る中間とりまとめ（案）について」について説明。 

各構成員から特段の意見なく、中間とりまとめについて了承される。 

・意見交換 

【組織委員会大会準備運営局長】 

この度、関係府省庁等で中間とりまとめを策定し、支援体制を作っていただき感謝申し上げ

る。すでに中間とりまとめに盛り込んでいただいているが、改めて組織委員会から４点お願い

をしたい。１点目は、「街づくりにおける暑さ対策」。新国立競技場はもちろんのこと、それ

以外の競技会場、その周辺、マラソンコースの沿道等についても、広く横串を刺して 2020 年ま

でに集中して対策を進めていただきたい。２点目は、2020 年大会における「選手や観客への医

療体制の構築」。救急車等の配備、飲料水、氷等の確保等についても色々考えていきたい。３

点目が、効率的な大会運営を行うためにも気象予測、観測等の技術活用をお願いしたい。４点

目としては、国内外、特に海外への情報提供等も是非お願いしたい。この４点を改めてお願い

申し上げたいと思います。 

 



 

【内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部事務局長】 

このアスリート・観客の暑さ対策に係る関係府省庁等連絡会議は、暑くない時から検討を始

めたが、実際に暑い夏を迎えると、こういった対策を各府省庁等と長い時間をかけて対策を練

りあげてきてよかったと実感している。暑さ対策は2020年に向けた大事な対策の一つと思うの

で、引き続きよろしくお願いしたい。特に熱中症という概念を英訳したところでうまく伝わら

ないこともあり、日本人が記録的にたくさん救急搬送される中で、外国人に対してもきちっと

対応しなければならない喫緊の課題と考えている。予算を取れば問題が解決するというわけで

はなく、英知を結集して日本人や障害者、外国人に対して具体的な施策を行っていきたいと思

うので、関係省庁、東京都、組織委員会には更なるご協力をお願いしたい。 

・閉会 


